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 収入保険には制度開始当初から加入しています。自然災害だけでは

なく、病気やけがなどで収穫できないときや、災害で作付け不能にな

ったとき、市場価格が低下したときなど補償が幅広く、ＮＯＳＡＩ職

員に加入を勧められました。果樹共済と比較すると補償割合が高く、

支払いが早いことも魅力的でした。 

 加入して２年目の冬に、２度の寒波の影響で「甘平」「不知火」の

大部分が正品にならず、出荷できませんでした。収入がほとんど見込

めない状況でしたので、保険金を受け取り、とても助かりました。 

 被害を受けると、保険に加入して備えておくことの大切さがよく分

かりますね。当初は加入を迷っていたのですが、今となっては加入し

ておいて良かったと思っています。 

 収入保険は青色申告をしている農業者を対象とした保険ですが、白

色申告の人も対象になるような制度になれば、もっと喜んでもらえる

のではないかと感じています。保険料の２分の１、積立金の４分の３

を国が負担してくれますし、制度をもっと周知し加入を進めてほしい

です。 
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